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琵琶湖・淀川水系及び相模川・酒匂川
水系の水質保全に関する要望
水道水源の水質保全については、かねてから格別のご配慮を賜り深く感謝いたしております。

琵琶湖・淀川水系は京阪神1,400万住民の、また、相模川・酒匂川水系は神奈川県内800万住民の、それぞれかけがえのない水道水源であり、水道事業者で構成する淀川水質協議会及び相模川・酒匂川水質協議会では、その水質の動向を常々注視しているところです。

私ども水道事業者の使命は、安全な水道水、安心して飲める水道水を安定的に供給していくことであり、また、昨今はおいしい水の供給を求められておりますが、そのためには、良質な水道水源の確保が最重要課題です。

両協議会は水道水源の水質保全に関して共通の課題を有することから、水質保全に関する要望書を共同で提出いたします。ご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

記

１．広域的な水道水源保全の推進

水道水源の水質向上を図り安全で良質な水道水を供給するため、水道水源での化学物質等の実態調査について環境省や国土交通省など、関係省庁と協力・連携を図りつつ、水道水源保全の取り組みを推進されるようお願いします。
２．クリプトスポリジウム等の発生源対策及び調査研究の推進

水道原水で、畜産排水に起因すると考えられるクリプトスポリジウム等の耐塩素性病原生物が頻繁に検出されていることから、これら施設において適切な排水処理が行なわれるよう関係省庁への働きかけをお願いします。

また、クリプトスポリジウム等の正確で簡便な検査方法の開発や、クリプトスポリジウムの遺伝子型による人への健康影響についての調査研究を進め、その結果を「水道におけるクリプトスポリジウム等対策指針」へ反映していただけますようお願いします。
３．油等流出事故の防止及び適切な対応

近年、事業所及び車両事故に起因する油等流出事故が頻発し、浄水処理の大きな障害となるケースも発生しています。水道事業者においても、水道水源域の関係機関に対し、事業所への指導強化の要望等を実施していますが、水道水源における油等流出事故による公共用水域の汚染防止及び事故発生後の適切な対応に向けて、関係省庁への働きかけをお願いします。

４．化学物質に関する情報提供と調査研究の推進

琵琶湖・淀川水系及び相模川・酒匂川水系では、水道水源域に多くの事業所が存在しており、それらから排出される化学物質による水質汚染を懸念しております。特に近年、有機フッ素化合物や医薬品についての検出報道から、その動向に水道事業体は注視しております。そのため、国が進めている「官民連携既存化学物質安全性情報収集・発信プログラム」などにおいて、上記に加え、塩素処理で毒性が高まる農薬等の化学物質についても十分に考慮していただき、化学物質の安全性に関する情報の収集・発信をお願いします。また、人への健康影響についての基礎研究や水処理技術の開発の推進を引き続きお願いします。
５．水道事業体と連携した危機管理対策の強化のための施策の
推進

近年多発している集中豪雨や大規模地震など琵琶湖・淀川水系や相模川・酒匂川水系に影響を及ぼすような広域的な災害に備えて、水道事業者への迅速な情報提供を含む危機管理対策の強化について、関係省庁への働きかけをお願いします。
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